




 

 障害児の状態を把握し訓練を実施する時、必ず評価が必要である。歩行能力

を失った PMD 患者の移動能力を代替する最も有効な手段は車椅子であり、患者

の要求を少しでも多くみたす車椅子を製作することが我々の責任でもある。

我々は処方ミスを未然に防ぐため計測用車椅子を製作し利用している。 

 これは座の幅、長さ、角度、高さ、背もたれの高さと角度、フットレストの

角度等が調節可能であり、対象患者を実際に乗車させて実践的にチエックする

ことができ、また臨床面でも大いに役立っている。その後、2 例について製作

したので紹介する。 


